
様式 2

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》

＊科目 No． 2128

科目概要記入欄

1．開設大学名 広 島 大 学
科目開講

キャンパス
東千田キャンパス

2．科 目 名

正式科目名

会計政策論

クラス名

副 題
配当年次 3 年次

受入学年

旧科目名

学問分野 番 号 24 名 称 商学・経営

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群 Ｂ群

3．担当教員名 星 野 一 郎

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 後 期

6.開講期間

曜日・時間

29 年 10 月 6 日（金）～30 年 2月 9 日（金）

金曜日 18：00～19：30

個別開講日

1 回目 10/ 6 2回目 10 /13 3 回目 10/20 4 回目 10/27 5 回目 11/ 1 6 回目 11/10

7 回目 11/17 8 回目 11/24 9 回目 12/ 1 10 回目 12/ 8 11回目12/15 12回目12/22

13 回目 1/19 14 回目 1/26 15 回目 2/2 試験日 2/ 9

7.基礎知識の有無 「基礎知識を必要とする科目」（会計学または簿記論の基礎知識が必要）

8.募集人数

（総授業定員）

5人

（ 人）

9.定員超過時の

選考方法
書類選考

10．科目内容・

授業計画

第 1 回：イントロダクション
第 2 回：企業会計におけるリスクとリターンの対応関係
第 3 回：貸倒引当金の設定対象と設定客体そして設定対象の会計的特性（1）
第 4 回：貸倒引当金の設定対象と設定客体そして設定対象の会計的特性（2）
第 5 回：企業継続を前提とした清算価値算定システムとしてのストレステスト
第 6 回：ストレステストにおける格付けの役割と関係そして影響
第 7 回：広島県信用組合における横領隠蔽事件についての会計分析（1）
第 8 回：広島県信用組合における横領隠蔽事件についての会計分析（2）
第 9 回：不正経理の不変性と普遍性―粉飾決算の恒久性をめぐって―
第 10回：不正経理類型化試論とその展開可能性（1）
第 11回：不正経理類型化試論とその展開可能性（2）
第 12回：不正経理の制度的原因と環境的背景
第 13回：出張費をめぐる不正経理の実態とその制度的背景（1）
第 14回：出張費をめぐる不正経理の実態とその制度的背景（2）
第 15回：企業会計ルール運用上の「遊び」の意義と弊害

11．試験・評価方法 期末試験のみで評価する。

12．別途負担費用 テキスト代

13．その他特記事項
お金をめぐる人間社会と経済社会の動きに関心のあるかたの受講を歓迎

します。

14．サテライト科目の

社会人受講について

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否


